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	スライド 1: 〈テーマ〉　 「在宅での意思決定について」   神経難病患者の在宅支援において、進行する病状に加えて、意思決定の問題は欠かせません。今回は排泄、食事、意思伝達方法などの日常生活の意思決定であったり、困難課題である気管切開等の意思決定の事例を皆様と共有したいと思っています。個別性やそれぞれの状況によって、意見は分かれる難しい問題だとは思います。皆さん一緒に考えて、一緒に悩んでみませんか？  〈登壇者〉 　訪問介護ステーショングリム代表　川辺考寿

